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平
成
24
年
６
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月
）、

東
京
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サ
ン

プ
ラ
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て
、
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益
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団

法
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協
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設
立
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十

周
年
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念
式
典

が
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催
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れ
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そ
の
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で
、
シ
ル
バ
ー
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ン
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ー

事
業
関
係
功
労
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
多

年
に
わ
た
る
地
域
の
高
年
齢
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就
業
に
貢

献
し
た
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し
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、
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ー
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ー
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と
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
表
彰
式

に
は
谷
口
幹
彦
理
事
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
理
事
長
は
「
こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
か

ら
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、

ご
報
告
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
役
職
員
一
同
、
会
員
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　
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実施日 実施団体 実施場所 参加人数

８月31日（金） 鳥取大学環境意識向上サークルe心 浦富海岸 22人

ボランティア清掃
お世話になりました

沖合底びき網漁船の出港祭を開催
　８月31日（金）網代新港と田後港で出港祭が行われました。こ

れは９月１日から沖合底びき

網漁が解禁となったためで、

各港で盛大に行われました。

　網代新港では、岩美西小学

校の児童による鼓笛隊や和太

鼓の激励を受け、昨年より１

隻増え11隻が出港しました。

　また、田後港では防波堤か

ら、たじり海洋少年団の息の

合った手旗信号で見送られな

がら10隻が出港しました。

　漁期は来年５月までで、主

にシロハタ、赤ガレイ、松葉

ガニなどを漁獲します。大漁

が期待されます。

旧岩美鉱山鳥取
大震災被災者慰
霊祭開催
　９月10日（月）午前10時30分より、
旧岩美鉱山鳥取大震災被災者慰霊祭
を、荒金の犠牲者供養塔前で開催し
ました。
　昭和18年の鳥取地震の烈震を受
け、岩美鉱山の堆積場が決壊し、事
故の犠牲者となった、朝鮮人労働者
や地元住民の七十回忌にあたります。
　長年にわたり毎年「荒金鉱山に眠
る韓国・朝鮮人、日本人を祀る会」
関係者、地元の方々等により慰霊祭
を行って供養していますが、今年は、
５年に一度町が中心となって実行委
員会を立ち上げ慰霊祭を行う年にあ
たり、遺族や地元関係者の方々、在
日本大韓民国民団鳥取県本部、在日
本朝鮮人総連合会鳥取県本部の代表、
岩美南小学校の生徒など約80名の参
列者が集まり、犠牲者の冥福を祈り
ました。

網代出港祭

田後出港祭

布のえほん「千貫松島物語」完成
　この度、布のえほんグループ「チクチクちょっきん」が作
成していた布のえほん「千貫松島物語」が完成しました。
　この絵本は時代考証にも時間をかけ発案から完成までに２
年間かかりました。
　一針一針心を込めて
作っていますので、とても
温かみのある絵本に仕上
がりました。
　町立図書館に置いてあ
りますので、皆さん是非ご
利用ください。


